



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古墳名 確認・伝承 墳丘長 築造年代 所在地 備考
１ 大仙 確認 486ⅿ ５世紀前・中 大阪府堺市 伝・仁徳陵
２ 五社神 伝承 275ⅿ ４世紀後・５世紀初 奈良県奈良市 伝・神功陵
３ 室宮山 確認 238ⅿ ５世紀前半 奈良県御所市
４ 宝来山 伝承 227ⅿ ５世紀前半 奈良県奈良市 伝・垂仁陵
５ 古市墓山 確認 225ⅿ ５世紀前半 大阪府羽曳野市 伝・応神陵陪塚
６ 佐紀石塚山 伝承 218ⅿ ４世紀後・５世紀前 奈良県奈良市
７ 西陵 確認 210ⅿ ５世紀半ば 大阪府泉南郡岬町 伝・成務陵
８ 太田天神山 確認 210ⅿ ５世紀中・後 群馬県太田市

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































武寧王陵銅 銀杯 盞 高崎市八幡観音塚古墳銅承台付蓋鋺
写真１ 八幡観音塚古墳・綿貫観音山古墳・下芝谷ツ古墳出土品と百済・武寧王陵出土品














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































古墳名 対辺間 構築年代 所在地 特 質 陵墓指定
１ 稲荷塚 20ⅿ ７世紀前半 東京都多摩市
開口位置は稜角武、墳形・
年代に不確定要素大
２ 神保一本杉 18ⅿ ７世紀前半 群馬県高崎市
上段円形・下段長八角形、
年代に議論あり
３ 経塚 12ⅿ ７世紀前半 山梨県笛吹市
二段築成、正八角形ではな
い
４ 中山荘園 13ⅿ ７世紀第Ⅱ四半期 兵庫県宝塚市
外護列石八角形、方形土壇
付、墳形に議論あり
５ 段ノ塚 42ⅿ ７世紀第Ⅱ四半期 奈良県桜井市 上八角下方墳 現・舒明天皇陵
６ 三津屋 22ⅿ ７世紀第Ⅲ四半期 群馬県吉岡町
二段築成、墳丘部・周堀も
正八角形確認、石室真北
７ 牽牛子塚 30ⅿ ７世紀第Ⅲ四半期 奈良県明日香村 三段版築築成の八角墳 推定・斉明天皇陵




９ 野口王墓 39ⅿ ７世紀第Ⅳ四半期 奈良県明日香村 上八角下方墳 現・天武持統合葬陵
10 束明神 30ⅿ ７世紀末 奈良県高取町 横口式石 、唐尺使用 推定・草壁皇子墓






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































471 辛亥年 漢文脈 埼玉稲荷山古墳出土鉄剣銘 埼玉県行田市 国宝
５世紀後半 漢文脈 江田船山古墳出土鉄刀銘 東京国立博物館 国宝
503 癸未年 漢文脈 隅田八幡神社人物画像鏡 和歌山県橋本市 国宝
６世紀半ば 岡田山１号墳出土鉄刀銘文 島根県松江市
570 庚寅年 漢文脈 元岡古墳群Ｇ６号古墳出土鉄製大刀 福岡市西区
628 戊子年 漢文脈 法隆寺金堂釈迦三尊光背銘 奈良県斑鳩町 重文
650推定 和文脈 法隆寺金堂木造広目天・多聞天造像銘 奈良県斑鳩町 国宝
651 辛亥年 和文脈 法隆寺献納宝物金銅観音菩薩像台座銘 東京国立博物館 重文
654 甲寅年 漢文脈 法隆寺献納宝物釈迦像台座銘 東京国立博物館 重文
658 戊午年 漢文脈 旧観心寺蔵阿弥陀如来像光背銘 東京・根津美術館





681 辛巳年 和文脈 山上碑 群馬県高崎市 特別史跡























692 壬辰年 和文脈 出雲国鰐淵寺観音菩薩台座銘 島根県出雲市 重文
694 甲午年 和文脈 法隆寺銅板造像記 奈良県斑鳩町 重文
700 庚子年 混交 那須国造碑 栃木県大田原市 国宝
702 壬歳次攝提格 和文脈 豊前国長谷寺観音菩薩像台座銘 大分県中津市 県有形
707 慶雲四年 漢文脈 文祢麻呂墓誌 東京国立博物館 国宝
707 慶雲四年 漢文脈 四天王寺蔵威奈大村骨蔵器 大阪市天王寺区 国宝
708 和銅元年 混交 伊福吉部徳足比賣骨蔵器 東京国立博物館 重文
708 和銅元年 圀勝寺下道圀勝弟国依母夫人骨蔵器 岡山県矢掛町 重文
711 和銅四年 和文脈 多胡碑 群馬県高崎市 特別史跡
712 和銅五年 漢文脈 『古事記』
714 和銅七年 佐井寺僧道薬墓誌 奈良国立博物館 重文
717 養老元年 超明寺碑 滋賀県大津市 部分残存
720 養老四年 漢文脈 『日本書紀』
722 壬戌年 和文脈 山代真作墓誌 奈良国立博物館 重文
723 養老七年 漢文脈 太安萬侶墓誌 奈良県立橿原考古学研究所 重文
723 養老七年 漢文脈 阿波国造碑 徳島県石井町 県有形
726 神亀三年 和文脈 金井沢碑 群馬県高崎市 特別史跡
729 神亀三年 漢文脈 小治田安萬侶墓誌 東京国立博物館 重文
730 天平二年 漢文脈 美努岡萬墓誌 東京国立博物館 重文
751 天平勝宝三年 漢詩集 『懐風藻』
751 天平勝宝三年 漢文脈 竹野王多重塔 奈良県明日香村
753 天平勝宝五年 漢文脈 薬師寺仏足石 奈良県奈良市 国宝
753？ 万葉仮名 薬師寺仏足跡歌碑 奈良県奈良市 国宝
762 天平宝字六年 漢文脈 多賀城碑 宮城県多賀城市 重文
762 天平宝字六年 漢文脈 石川年足墓誌 国宝
776 宝亀七年 漢文脈 叡福寺蔵・高屋枚人墓誌 大阪府太子町 重文
778 宝亀九年 漢文脈・仏典抄 宇智川磨崖碑 奈良県五條市 史跡
784 延暦三年 漢文脈 妙見寺蔵・紀吉継墓誌 大阪府太子町 重文
790 延暦九年 漢文脈 浄水寺南大門碑 熊本県宇城市 県史跡
35 熊倉： あづまのくに（東国）考
こ
と
が
木
簡
や
『
万
葉
集
』
の
記
載
内
容
か
ら
判
明
し
つ
つ
あ
る
が
、
山
上
碑
は
、
ま
さ
に
そ
の
時
代
に
符
合
す
る
。
（
30
）
し
か
も
、
山
上
碑
は
、
発
掘
資
料
で
も
写
本
で
も
な
い
、
地
域
で
守
り
続
け
ら
れ
た
第
一
級
の
生
史
料
で
あ
る
。
完
全
な
形
で
現
存
す
る
日
本
最
古
の
日
本
語
碑
で
あ
る
。
多
胡
碑
｜
最
古
か
つ
唯
一
の
建
郡
碑
多
胡
碑
は
最
古
か
つ
唯
一
の
古
代
建
郡
碑
で
あ
る
。
漢
文
と
し
て
も
読
め
る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
た
、
頭
か
ら
日
本
文
と
し
て
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
記
載
内
容
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
三
月
辛
亥
条
と
一
致
し
て
い
る
が
、
『
続
日
本
紀
』
に
記
録
と
し
て
留
め
ら
れ
た
符ふ
と
呼
ば
れ
る
政
権
中
枢
か
ら
下
さ
れ
た
行
政
命
令
書
と
内
容
は
同
じ
で
も
、
書
き
方
に
違
い
が
あ
る
。
図
２
の
よ
う
に
、
符
が
新
し
い
郡
を
作
る
対
象
と
し
て
甘
良
か
ん
ら
郡
・
緑
野
郡
・
片
岡
郡
の
六
つ
の
郷
（
厳
密
に
言
う
と
、
和
銅
四
年
段
階
で
は
「
里
」。『
続
日
本
記
』
の
記
述
を
借
用
し
て
「
郷
」
で
示
し
た
。）
の
名
を
列
挙
す
る
の
に
対
し
、
碑
は
六
つ
の
郷
の
全
人
口
と
な
る
三
百
戸
と
い
う
表
現
を
採
り
（
戸
と
い
う
の
は
自
然
の
家
で
は
な
く
兵
士
一
名
を
出
せ
る
単
位
で
お
お
む
ね
二
十
五
人
か
ら
な
り
、
五
十
戸
を
も
っ
て
一
郷
と
す
る
の
で
、
郷
も
ま
た
自
然
村
落
で
は
な
い
）、
符
が
六
郷
を
「
割
き
」「
郡
を
置
け
」
と
記
す
の
に
対
し
、
碑
は
戸
を
「
あは
せ
て
」「
郡
と
成
す
」
と
し
て
い
る
。
碑
の
視
線
は
地
域
か
ら
の
視
線
、
地
域
内
へ
の
視
線
で
あ
る
。
そ
れ
が
日
本
語
と
し
て
読
め
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
点
に
極
め
て
大
き
な
価
値
が
あ
る
。ま
た
多
胡
碑
は
韓
国
・
中
国
で
も
高
く
評
価
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
二
〇
一
四
年
は
、
発
端
と
な
っ
た
宝
暦
度
の
朝
鮮
通
信
使
へ
の
拓
本
提
供
か
ら
二
五
〇
年
目
に
当
る
。
（
31
）
金
井
沢
碑
｜
日
本
仏
教
の
定
着
と
展
開
の
転
換
点
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
の
銘
を
持
つ
金
井
沢
碑
は
「
上
野
國
馬
郡・
下
賛
郷・
高
田
里・
」
で
始
ま
る
よ
う
に
、「
（
群
）
馬
」
の
字
が
確
認
さ
れ
る
最
古
の
碑
で
、
律
令
国
家
が
あ
る
期
間
だ
け
（
七
一
五
〜
七
四
〇
）
採
用
し
た
「
郡
・
郷
・
里
」
図２ 推定復元した太政官符と多胡碑
36群馬県立女子大学紀要 第36号
の
表
記
を
持
つ
。
「
知
識
」と
記
す
講
を
作
っ
て
祖
先
を
追
善
供
養
す
る
内
容
が
記
さ
れ
、「
知
識
」
を
結
ん
だ
主
体
が
山
上
碑
建
立
者
に
連
な
る
点
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、「
知
識
」
な
る
講
は
単
に
信
仰
の
寄
合
に
留
ま
ら
ず
、
講
を
通
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
し
合
う
実
践
的
な
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
こ
と
は
、
や
が
て
、
あ
づ
ま
か
ら
、「
鑑
真
和
上
持
戒
第
一
の
弟
子
」
と
『
叡
山
大
師
伝
』
に
記
さ
れ
た
道
忠
（
上
野
国
緑
野
み
ど
の
寺
・
武
蔵
国
慈
光
寺
開
基
）
の
指
導
の
も
と
、
円
澄
（
武
蔵
国
人
、
七
七
二
〜
八
三
七
、
第
二
代
天
台
座
主
）・
円
仁（
下
野
国
人
、
七
九
四
〜
八
六
四
、
第
三
代
天
台
座
主
）・
安
恵
あ
ん
ね（
下
野
国
人
、
八
〇
五
〜
八
六
八
、
第
四
代
天
台
座
主
）
を
は
じ
め
と
す
る
大
乗
菩
薩
僧
、
日
本
仏
教
の
祖
師
た
ち
が
陸
続
と
生
ま
れ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
（
32
）
金
井
沢
碑
は
そ
の
起
点
と
し
て
も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
最
後
は
駆
け
足
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
い
ま
群
馬
県
で
は
、
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
続
い
て
、
上
野
三
碑
を
世
界
記
憶
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
、
あ
づ
ま
の
く
に
の
全
体
像
を
日
本
史
、
世
界
史
の
中
で
位
置
づ
け
直
す
こ
と
の
重
要
性
は
高
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
未
解
決
の
課
題
に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と
を
改
め
て
決
意
し
て
擱
筆
と
し
た
い
。
な
お
、
東
歌
の
位
置
づ
け
や
解
釈
等
に
お
い
て
北
川
和
秀
先
生
か
ら
恒
常
的
に
多
く
の
御
教
示
と
御
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
注?１
）
拙
稿
「
あ
づ
ま
の
く
に
」
群
馬
考
古
学
研
究
会
『
東
国
の
考
古
学
』
二
〇
一
三
年
六
一
書
房
?２
）
拙
稿
『
古
代
東
国
の
王
者
』
二
五
〜
二
七
頁
二
〇
〇
八
年
雄
山
閣
?３
）
拙
稿「
上
毛
野
氏
と
東
国
六
腹
の
朝
臣
」『
古
代
を
考
え
る
東
国
と
大
和
王
権
』
一
九
九
四
年
吉
川
弘
文
館
。
こ
の
時
点
で
は
、
万
葉
仮
名
の
「
努
」
が
ノ
甲
類
で
あ
る
こ
と
を
理
解
せ
ず
、
上
毛
野
を
「
か
み
つ
け
ぬ
」
と
読
ん
で
い
た
。
?４
）
北
川
和
秀
「
上
野
東
歌
探
訪
」『
上
州
文
化
』
一
二
二
〜
一
三
七
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
四
年
財
団
法
人
群
馬
県
教
育
文
化
事
業
団
ほ
か
?５
）
魏
の
年
号
が
記
さ
れ
た
鏡
は
他
に
五
面
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
三
角
縁
神
獣
鏡
で
は
な
く
、
ま
た
全
て
西
日
本
の
所
在
で
あ
る
。
他
方
、
同
年
代
の
呉
の
年
号
を
記
し
た
鏡
も
二
面
あ
り
、
一
面
は
山
梨
県
市
川
三
郷
町
の
鳥
居
原
狐
塚
古
墳
出
土
で
あ
る
。
?６
）
こ
の
事
実
は
、
偽
書
で
あ
り
な
が
ら
高
い
評
価
も
見
受
け
ら
れ
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
国
造
本
紀
の
下
毛
野
国
造
条
に
見
え
る
「
難
波
高
津
朝
御
世
（＝
仁
徳
朝
）、
元
毛
野
国
為
上
下
」
の
記
載
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
?７
）
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
十
六
年
九
月
甲
辰
条
。『
古
事
記
』
は
崇
神
天
皇
段
で
所
知
初
国
之
御
真
木
天
皇
と
記
し
て
い
る
。
?８
）
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
八
年
四
月
戊
申
朔
条
?９
）
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
五
十
五
年
二
月
壬
辰
条
?10
）
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
五
十
六
年
八
月
条
?11
）
『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
九
・
五
十
年
条
。
応
神
天
皇
十
五
・
十
六
年
条
。
仁
徳
天
皇
五
十
三
年
条
。
?12
）
『
日
本
書
紀
弘
仁
私
記
』諸
蕃
雑
姓
記
注
。『
新
撰
姓
氏
録
』左
京
皇
別
下
上
毛
野
朝
臣
条
・
住
吉
朝
臣
条
・
桑
原
公
条
・
商
長
首
条
・
川
合
公
条
等
。
拙
稿
『
古
代
東
国
の
王
者
』
一
七
七
〜
二
〇
三
頁
二
〇
〇
八
年
雄
山
閣
?13
）
左
京
皇
別
下
に
下
毛
野
朝
臣
・
上
毛
野
朝
臣
・
池
田
朝
臣
・
住
吉
朝
臣
・
池
原
朝
臣
・
上
毛
野
坂
本
朝
臣
・
車
持
公
・
大
網
公
・
桑
原
公
・
川
合
公
・
垂
水
史
・
商
長
首
・
吉
弥
侯
部
、
右
京
皇
別
上
に
上
毛
野
朝
臣
・
佐
味
朝
臣
・
大
野
朝
臣
・
垂
水
公
・
田
辺
史
・
佐
自
努
公
、
大
和
国
皇
別
に
下
養
公
・
広
来
津
公
、
摂
津
国
皇
別
に
韓
矢
田
部
造
・
車
持
公
、
河
内
国
皇
別
に
広
来
津
公
・
止
美
連
・
村
挙
首
、
和
泉
国
皇
別
に
佐
代
公
・
珍
県
主
・
登
美
首
・
葛
原
部
・
茨
木
造
・
丹
比
部
・
軽
部
、
右
京
諸
蕃
上
に
田
辺
史
、
未
定
雑
姓
摂
津
国
に
我
孫
、
未
定
雑
姓
河
内
国
に
佐
自
努
公
・
伊
気
、
未
定
雑
姓
和
泉
国
に
我
孫
公
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
?14
）
『
日
本
書
紀
』
天
智
天
皇
二
年
三
月
条
・
六
月
条
。
た
だ
し
生
死
不
明
。
?15
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
年
三
月
丙
戌
条
。
た
だ
し
同
年
八
月
丁
丑
卒
。
?16
）
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
三
年
六
月
癸
未
条
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?17
）
『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
四
年
六
月
甲
午
条
、
大
宝
元
年
四
月
庚
戌
条
、
同
年
八
月
癸
卯
条
?18
）
『
公
卿
補
任
』
大
宝
二
年
参
議
条
「
従
四
位
下
下
毛
野
朝
臣
古
麿
同
日
（＝
五
月
十
七
日
）
任
。
三
月
詔
古
麿
等
。
預
定
律
令
。
宜
議
功
賞
。
於
是
賜
田
十
町
封
五
十
戸
。
三
月
、
定
廿
町
」
と
あ
る
。
?19
）
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
十
二
月
壬
寅
条
?20
）
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
三
月
丙
午
条
、
和
銅
二
年
四
月
壬
寅
条
、
同
年
七
月
乙
卯
朔
条
、
養
老
四
年
九
月
丁
丑
条
、
神
亀
二
年
閏
正
月
丁
未
条
〜
天
平
十
一
年
四
月
壬
午
条
等
。
?21
）
『
公
卿
補
任
』
文
武
天
皇
四
年
、
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
不
比
等
条
?22
）
拙
稿
「
銅
製
容
器
古
墳
埋
納
と
石
碑
盛
行
の
意
義
｜
東
国
に
お
け
る
『
貴
族
』
社
会
の
形
成
と
渡
来
文
化
」『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
四
九
号
』一
九
九
二
年
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社
。
自
ら
の
不
明
に
し
て
、
こ
の
段
階
で
は
宮
地
嶽
古
墳
出
土
品
を
カ
ウ
ン
ト
で
き
て
い
な
い
。
?23
）
た
だ
し
、
観
音
山
古
墳
出
土
鏡
は
、
武
寧
王
陵
出
土
鏡
な
い
し
そ
の
同
鏡
を
元
に
新
た
な
鋳
型
を
作
っ
て
鋳
込
ん
だ
踏
み
返
し
鏡
と
見
ら
れ
て
い
る
。
?24
）
一
般
に
、
こ
の
形
式
の
銅
瓶
を
王
子
形
水
瓶
と
称
す
が
、
伝
世
品
の
多
い
法
隆
寺
ゆ
か
り
の
聖
徳
太
子
が
王
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
変
化
で
あ
ろ
う
。
?25
）
矢
部
良
明
「
北
朝
陶
磁
の
研
究
」『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』
第
16
号
一
九
八
一
年
、
同「
古
墳
時
代
後
期
の
器
皿
に
み
る
中
国
六
朝
器
皿
の
影
響
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
第
412
号
一
九
八
五
年
?26
）
拙
稿
「
王
子
形
水
瓶
、
東
国
古
墳
出
土
の
意
義
と
背
景
｜
北
朝
・
朝
鮮
・
東
国
関
係
史
へ
の
一
視
角
｜
」
上
田
正
昭
編
『
古
代
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』
一
九
九
一
年
小
学
館
?27
）
北
川
和
秀
「
上
野
東
歌
探
訪
」『
上
州
文
化
』
一
二
三
二
〇
一
〇
年
?28
）
『
万
葉
集
』
の
歌
番
号
で
言
え
ば
、
三
四
〇
九
、
三
四
一
〇
、
三
四
一
四
、
三
四
一
五
、
三
四
一
九
、
三
四
二
一
、
三
四
二
二
、
三
四
二
三
で
あ
る
。
?29
）
そ
の
場
合
、
埼
玉
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
文
が
、
阿
倍
臣
（
朝
臣
）
関
係
氏
族
群
に
連
な
る
系
譜
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
を
ど
う
見
る
か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
。
あ
づ
ま
の
成
り
立
ち
に
関
わ
る
根
本
的
命
題
の
一
つ
で
あ
る
。
?30
）
詳
細
は
、
拙
稿
『
日
本
語
誕
生
の
時
代
上
野
三
碑
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
二
〇
一
四
年
・
雄
山
閣
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
?31
）
多
胡
碑
記
念
館
図
録
『
海
を
渡
っ
た
多
胡
碑
｜
多
胡
碑
の
朝
鮮
・
中
国
へ
の
流
伝
』
二
〇
〇
六
年
?32
）
拙
稿
「
東
国
仏
教
と
日
本
天
台
宗
の
成
立
｜
最
澄
東
国
巡
錫
の
意
義
と
背
景
を
導
き
と
し
て
」『
高
崎
経
済
大
学
論
集
』
四
七
｜
四
二
〇
〇
五
年
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